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船舶事故調査報告書 

 

                             令和元年１２月１８日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  佐 藤 雄 二（部会長） 

                         委   員  田 村 兼 吉 

                         委   員  岡 本 満喜子 

 

事故種類 転覆 

発生日時 令和元年７月２５日 １１時０５分ごろ 

発生場所 新潟県新潟港西区（信濃川） 

新潟港臨港灯台から真方位２０２°１.３海里（Ｍ）付近 

 （概位 北緯３７°５５.７′ 東経１３９°０３.５′） 

事故の概要  作業船第２２萩
はぎ

丸は、土運船谷村
たにむら

１００１をえい
．．

航する準備を行い

ながら南南西進中、谷村１００１に接触した後、転覆した。 

 第２２萩丸は、主機に濡損等を生じた。 

事故調査の経過 令和元年７月２９日、本事故の調査を担当する主管調査官（仙台事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等  

 

Ａ 作業船 第２２萩丸、４.９トン 

２６０－４７７４９新潟、株式会社谷村建設（Ａ社） 

１０.８０ｍ×３.００ｍ×１.２０ｍ、鋼 

ディーゼル機関、１６７.００kＷ、平成２５年１１月 

Ｂ 土運船 谷村１００１、９４７トン 

   なし、Ａ社 

   ４８.００ｍ×１３.００ｍ×４.３０ｍ、鋼 

   機関なし、平成２２年（建造年） 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長 男性 ４３歳 

一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

免許登録日 平成１４年９月２日 

免許証交付日 平成２９年７月１８日 

       （令和４年９月１日まで有効）  

 死傷者等 なし 

 損傷 Ａ 主機、航海計器等に濡損 

Ｂ なし 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南東、風力 ２、視界 良好 

水象：水上 平穏、流速 約２ノット（kn） 

 事故の経過 Ａ船は、Ｂ船及び引船ほか３隻と共に船団を構成し、新潟港西区内

の信濃川下流域における浚渫
しゅんせつ

及び新潟港外への土砂投入の各作業に

従事していた。 
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Ａ船は、船長Ａが１人で乗り組み、Ｂ船が新潟港外で土砂の海洋投

入を終え、引船にえい
．．

航されて信濃川下流域に戻ってきたので、引船

からＢ船のえい
．．

航を引き継ごうと、Ｂ船の左舷側を約３kn の速力

（対地速力、以下同じ。）で、上流に向けて南南西進しながら並走し

ていた。（図１参照） 

 

 

 

 

 

 

船長Ａは、Ｂ船との船間距離を約３ｍ保って並走しながら、引船の

えい
．．

航索が外されたことを確認し、Ｂ船の作業員にＡ船のえい
．．

航索

（以下「本件えい
．．

航索」という。）を渡そうと、Ｂ船との船間距離約

１ｍまで接近し、Ａ船の船体約半分をＢ船の船首よりも前方に出した

状態とした。（図２参照） 

 

 

 

 

 

 

船長Ａは、Ｂ船の作業員がＡ船の後部甲板の右舷側船縁上にコイル

ダウンされた本件えい
．．

航索の先端部分のアイスプライス部を、長さ約

５ｍのハヤスケ（棒の先に鉤
かぎ

が付いた道具）で引っ掛けて拾い上げた

ことを認めた。 

Ａ船は、船長Ａが、引船がＢ船から遠ざかったことを確認した後、

約４kn に増速し、Ｂ船の船首方に進出しようとしたところ、Ｂ船の

船首が左方に振られてＡ船の右舷船尾部と接触し、Ｂ船に押されてＡ

船の船首が急に右転したような状態となった。（図３参照） 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ船は、右舷側がＢ船の船首に押し付けられた状態となり、船長Ａ

が、左舵一杯として主機のクラッチレバーを前後進に切り替えるなど

して脱出しようとしたものの、次第に左舷側に傾斜し始めてブルワー

信濃川上流 

図１ 本事故発生までの時系列図 1/4 

図２ 本事故発生までの時系列図 2/4 

図３ 本事故発生までの時系列図 3/4 

船間距離約１ｍ 

Ａ船 

Ｂ船 

引船 

下流 

えい航索 
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クから浸水してきたのを認め、転覆する危険を感じて川に飛び込んだ

直後、令和元年７月２５日１１時０５分ごろ左舷側に大傾斜して転覆

した。（図４参照） 

 

 

 

 

 

船長Ａは、一旦、Ｂ船の左舷船首部の外板に設置された防蝕
しょく

亜鉛

板につかまったものの、Ｂ船の船底下に吸い込まれるように沈み、右

舷船尾部から浮上した後、付近にいた警戒船に救助され、携帯電話で

Ａ社の担当者に本事故の発生を連絡した。 

Ａ船は、揚錨船により新潟港西区内の万代
ばんだい

島ふ頭に一旦えい
．．

航さ

れ、燃料油の流出に備えて周囲にオイルフェンスが展張されたが、流

出が確認されなかったので、陸上のクレーンにより復原されて船内の

燃料油等が回収された後、新潟港西区内の造船所にえい
．．

航された。 

（付図１ 事故発生場所概略図、写真１ Ａ船 参照） 

 その他の事項 Ａ船は、引船（総トン数８１トン）の喫水がＡ船よりも深く、水深

が浅くなる上流方向へえい
．．

航することができないので、途中で引船か

らＢ船のえい
．．

航を引き継いでいた。 

船長Ａは、ふだん、Ａ船が物件のえい
．．

航のほか、交通船として作業

員の送迎などに使用されており、週に１～２回作業員の送迎でＡ船を

操船することはあったが、本事故発生場所付近におけるえい
．．

航作業を

行った経験が少なく、Ａ船の操船を行うこととなっていた担当者が他

の作業を行っていたので、本事故当時、同担当者の代わりに乗り組む

こととなった。 

本件えい
．．

航索は、直径が約４５mm、長さが約２０ｍの合成繊維製で

あった。 

Ａ船は、引船からＢ船のえい
．．

航作業を引き継ぐ際、Ｂ船の作業員が

本件えい
．．

航索をハヤスケで拾い上げるので、ハヤスケが届くよう、ふ

だんからＡ船とＢ船との船間距離約１ｍまで接近していた。 

船長Ａは、本事故当時の信濃川の流速がふだんと変わらず、また、

本事故発生場所が上流から見て若干左に湾曲しており、Ｂ船の前進行

きあしが落ちると、河川流の影響で船首が左方に振られる傾向がある

ことを承知していたので、Ａ船をＢ船の右舷側から接近させれば良かっ

たと本事故後に思った。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 

あり 

なし 

あり 

図４ 本事故発生までの時系列図 4/4 
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 判明した事項の解析 Ａ船は、新潟港西区の信濃川下流域において、Ｂ船をえい
．．

航する準

備を行いながら南南西進中、船長Ａが、Ａ船を並走中のＢ船の左舷側

に約１ｍまで接近して本件えい
．．

航索の引渡し作業を行ったことから、

増速してＢ船の船首方に進出しようとしたところ、Ｂ船の船首が河川

流の影響で左方に振られて右舷船尾部と接触し、Ｂ船に押されて船首

が右舷側に向いた後、左舷側に大傾斜して転覆したものと考えられ

る。 

船長Ａが本事故発生場所付近におけるえい
．．

航作業の経験が少ない

中、本件えい
．．

航索の引渡し作業を行ったことは、本事故の発生に関与

した可能性があると考えられる。 

原因 本事故は、新潟港西区の信濃川下流域において、Ａ船がＢ船をえい
．．

航する準備を行いながら南南西進中、えい
．．

航作業の経験が少ない船長

Ａが、Ａ船を並走中のＢ船の左舷側に約１ｍまで接近して本件えい
．．

航

索の引渡し作業を行ったため、Ｂ船の船首が河川流の影響で左方に振

られて右舷船尾部と接触し、Ｂ船に押されて船首が右舷側に向いた

後、左舷側に大傾斜して転覆したものと考えられる。 

再発防止策 

 

Ａ社は、本事故後、再発防止策として次の改善事項等を講じた。 

・川の流れ及び風向きから接近する舷を交通船（揚錨船）の船長が

決め、土運船作業員に無線で連絡する。 

・えい
．．

航ロープはレッド（ロープ類等の先端に付ける重り）を使用

し土運船作業員に投げ渡す。投げ渡し作業のため２人体制とする

（交通船又は揚錨船）。 

・常に土運船との離隔距離（３ｍ以上）を保つ。 

今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・えい
．．

航作業の手順を定め、乗組員に周知及び徹底を図ること。 

・乗組員は、河川流の影響を受ける状況下、えい
．．

航船が制御下にな

い物件である被えい
．．

航船に接近してえい
．．

航索を引渡す際は、事前

に十分な船間距離を取った上、レッドラインを使用し、えい
．．

航船

の作業員が被えい
．．

航船に直接投げることが望ましい。また、えい
．．

航船の操船を行う場合は、事前に河川流の影響及びえい
．．

航作業の

手順を的確に把握しておくこと。 
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付図１ 事故発生場所概略図 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

拡大図 

新潟港西区 

新潟県 

新潟県新潟市 

信濃川 
事故発生場所 

（令和元年７月２５日 

 １１時０５分ごろ発生） 

新潟港臨港灯台 
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写真１ Ａ船 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


